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浜
岡
原
子
力
発
電
所
１・
２
号

機
は
平
成
21
年
１
月
に
運
転
を
終

了
し
、
同
年
11
月
よ
り
廃
止
措
置

段
階
に
移
行
し
ま
し
た
。

こ
の
廃
止
措
置
は
国
内
商
業
用

軽
水
型
原
子
炉
と
し
て
初
め
て
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
中
部
電
力
は
廃

止
措
置
を
安
全
に
実
施
し
て
い
く

こ
と
と
並
行
し
て
、
原
子
力
発
電

所
の
長
期
間
の
安
全
運
転
技
術
お

よ
び
廃
止
措
置
技
術
の
向
上
に
役

立
て
る
た
め
の
調
査
研
究
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

廃
止
措
置
プ
ラ
ン
ト
で
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
る
調
査
研
究
と
し

て
、
中
部
電
力
は
浜
岡
原
子
力
発

電
所
1
号
機
の
原
子
炉
本
体
部
分

か
ら
構
造
物
の
一
部
を
採
取
し
、

原
子
炉
の
運
転
に
よ
る
構
造
物
の

材
料
特
性
変
化
や
放
射
能
状
況
を

調
査
・
研
究
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
国
内
の

み
な
ら
ず
国
際
的
に
も
数
少
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
部
電

力
は
、
材
料
特
性
調
査
に
関
し
て

国
際
原
子
力
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）の

国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る

予
定
で
あ
り
、
放
射
能
状
況
調
査

に
つ
い
て
は
米
国
電
力
研
究
所

（
Ｅ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）と
共
同
で
研
究
を
実

施
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

埋蔵文化財包蔵地
梶ケ谷横穴群

梶ケ谷横穴群は、梶ケ谷老人憩いの家北側の丘陵
南向き斜面に立地しており、昭和44年３月の茶畑
造成工事中に第１号墳と第２号墳の横穴が開口し
ました。

第１号墳は丘陵の尾根近くに位置し、奥壁に沿っ
て南北に棺を安置するための棺台が造り出されて
います。玄室の形態は家形で、玄室床面と棺台双方
に小さな円

えん
礫
れき

が敷き詰められています。
第２号墳は第１号墳の北東に位置し、第１号墳と

同様に家形をしていて、玄室内にやっと収まるほ
どの組合式の箱式石棺が発見されました。市内で石
棺が発見されているのは梶ケ谷横穴群だけであり、
注目すべき遺跡です。なお、第３、第４、第５号墳
がこの後の工事などで発見されました。

第１号墳からは須
す

恵
え

器
き

９点と土
は

師
じ

器
き

底部が１点、
第２号墳からは大刀や馬具などの鉄製品が出土し
ています。また、第１号墳と第２号墳のどちらから
出土したか不明な矛

ほこ
や矛の石突き、鉄

てつ
鏃
ぞく

、鑿
のみ

といっ
た鉄製品も保管されています。

浜
岡
原
子
力
発
電
所
１
号
機
を

　
　
　
　
　
活
用
し
た
国
際
貢
献

箱式石棺が見つかった横穴群

▲海外機関との連携イメージ

▲出土鉄製品 ▲第１号墳出土土器類

▲第２号墳出土馬具▲第２号墳出土組合式箱式石棺
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